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図6　パートタイム労働者に実施している制度
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（
2
）
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
実
施
し

て
い
る
制
度

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇
用
し
て

い
る
事
業
所
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
に
実
施
し
て
い
る
制
度
に
つ
い
て
聞

い
て
み
ま
す
と
、
最
も
多
い
の
は
、

「
健
康
診
断
」
で
5
2
・
6
％
で
す
。
次
い

で
「
雇
用
保
険
・
社
会
保
険
」
4
9
・
1
％
、

「
賞
与
」
　
4
2
・
1
％
、
「
年
次
有
給
休
暇

の
付
与
」
と
「
賃
金
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」

が
同
率
で
3
8
・
6
％
と
続
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
退
職
金
」
　
1
0
・

5
％
、
育
児
休
業
制
度
、
介
護
休
業
制

度
及
び
役
職
な
ど
（
職
場
リ
ー
ダ
ー
）
へ

の
登
用
が
同
率
で
7
・
0
％
と
低
い
数

値
で
あ
り
、
育
児
・
介
護
休
業
制
度
な

ど
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
の
労
働
環
境
は
改
善
さ
れ

な
い
ま
ま
来
て
い
ま
す
。
（
図
6
参
照
）

（
3
）
女
性
活
用
の
問
題
点

女
性
を
活
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
問

題
点
を
聞
い
て
み
ま
す
と
、
最
も
多
い

の
は
「
家
庭
責
任
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
」
で
4
9
・
1
％
で
あ
り
ま
す
。
次

い
で
、
「
一
般
的
に
は
女
性
は
職
業
意

識
が
低
い
」
　
2
9
・
8
％
、
「
特
に
問
題

は
な
い
」
　
2
8
・
1
％
、
「
女
性
の
勤
続

年
数
が
一
般
的
に
低
い
」
　
2
4
・
6
％
と

続
き
ま
す
。
（
図
7
参
照
）

「
家
庭
責
任
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
」

が
高
い
比
率
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
男
性

に
も
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
固
定
的
な
役
割
意
識
が
事
業
主

（
経
営
者
）
に
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

今
後
、
労
働
力
の
確
保
が
困
難
に
な

っ
て
い
く
中
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
し

や
す
い
環
境
を
造
る
こ
と
は
事
業
所
に

と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
い
い
労
働
者
が
集
ま
り
、
そ

こ
で
能
力
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
は
事
業

所
の
生
き
残
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
働
く
側
も
権
利
を
行
使
す
る
だ

け
で
な
く
、
整
え
ら
れ
た
環
規
に
見
合

う
よ
う
、
努
力
す
る
べ
き
で
す
。
育
児

や
介
護
、
仕
事
の
両
立
を
一
人
の
問
題

と
し
て
で
は
な
く
、
家
族
や
地
域
そ
し

て
社
会
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い
く
こ

と
も
大
切
で
す
。

回
答
な
し

そ
の
他

特
に
問
題
は
な
い

企
業
や
管
理
職
に
女
性
の
育
成
方
法
が
わ
か
ら
な
い

家
庭
責
任
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る

ー
舷
的
に
女
性
職
業
意
識
が
低
い

女
性
の
勤
続
年
数
が
一
般
的
に
矯
い

女
性
に
は
法
制
度
上
の
制
約
が
あ
る

中
間
管
理
職
男
性
や
同
僚
男
性
の
認
識
、
理
解
が
不

十
分
で
あ
る

顧
客
や
取
引
先
を
含
め
社
会
一
般
の
理
解
が
不
十
分

で
あ
る

0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
0

図
1
　
女
性
活
用
の
問
題
点

回
答
な
し

そ
の
他

特
に
必
要
と
考
え
る
方
策
は
な
い

防
止
の
た
め
の
基
本
方
針
を
つ
く
る

会
社
・
企
業
の
方
針
の
ひ
と
つ
と
す
る

公
的
機
関
が
啓
発
活
動
を
行
う

企
業
が
管
理
職
の
意
識
教
育
を
行
う

企
業
が
男
性
社
員
の
意
識
教
育
を
行
う

女
性
自
身
毅
然
と
し
た
態
度
を
と
る

因
っ
た
と
き
相
談
で
き
る
社
内
で
の
窓
口
を
設
け
た

り
、
身
近
な
相
談
相
手
を
配
直
し
て
お
く

0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0

図
8
　
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

な
く
す
た
め
に

0
　
　
　
　
0
　
　
　
　
0

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

（
－
）
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

な
く
す
た
め
に
必
要
な
方
策
は
何
か
と

聞
い
て
み
ま
す
と
、
最
も
多
い
の
は

「
企
業
が
男
性
社
員
の
意
識
教
育
を
行

う
」
で
4
3
・
9
％
で
あ
り
ま
す
。
次
い

で
「
困
っ
た
と
き
相
談
で
き
る
社
内
の

相
談
窓
口
を
設
け
た
り
、
身
近
な
相
談

相
手
を
配
置
し
て
お
く
」
　
4
2
・
1
％
、

「
女
性
自
身
が
毅
然
と
し
た
態
度
を
と

る
」
　
4
0
・
4
％
と
続
き
ま
す
。

（
図
8
参
照
）

男
性
の
意
識
教
育
や
相
談
窓
口
の
設

置
な
ど
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
4
0
％

以
上
の
事
業
所
が
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
後
、
さ
ら
に
多
く
の
事
業
所
が

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
女
性
に
と
っ

て
も
男
性
に
と
っ
て
も
快
適
な
職
場
環

境
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
い
ま
す
。


